






参考様式第１及び参考様式第２の別添２

（単位：千円）

事業費計

本工事費 附帯工事費 測量設計費
用地費及
補償費

船舶及機械器具費 (Ａ) (Ｂ) (Ｃ=Ａ-Ｂ) (Ｄ) （Ｃ）×Ｄ

(0) (0) (0) (0) (0) (22,011) (22,011) (0) (22,011) (0.8) (17,609) R2.1.14 R3.3.31 道路

0 0 0.8 0 台帳

＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜22,011＞ ＜22,011＞ ＜0＞ ＜22,011＞ ＜0.8＞ ＜17,609＞ 平井賀

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0.8) (0) R2.12.7 R3.12.31

32,628 32,628 32,628 0.8 26,102

＜32,628＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜32,628＞ ＜0＞ ＜32,628＞ ＜0.8＞ ＜26,102＞

(0) (0) (0.8) (0)

0 0 0.8 0

＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0.8＞ ＜0＞

(0) (0) (0.8) (0)

0 0 0.8 0

＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0.8＞ ＜0＞

(0) (0) (0) (0) (0) (22,011) (22,011) (0) (22,011) (0.8) (17,609)

32,628 0 0 0 0 0 32,628 0 32,628 0.8 26,102

＜32,628＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜54,639＞ ＜0＞ ＜54,639＞ ＜0.8＞ ＜43,711＞

1. 本表は、漁業集落復興効果促進事業のうち、標題の年度に実施する細要素事業を記載する。

2. 「事業番号」は、「◆（最も関連する基幹事業の事業番号）－（最も関連する基幹事業ごとの通し番号）」となるよう記載する。(参考）C5：漁業集落防災機能強化事業

3. 「細要素事業名称」欄には、東日本大震災復興交付金制度要綱別表２－２に掲げられた番号及び事業名を記載し、事業ごとに別添3を添付する

4. 「調査費」は内訳を明らかにしておく（提出は要しない）。

5. 上段（　）書きは、前回までの提出済みの額、中段には今回提出する額、下段＜　＞書きは合計額を記載する。
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２.復旧・復興事業(国費)による大型自動車の
　交通量の推定方法が適切であること。

効果促進事業による道路の損傷箇所の補修に関する確認事項

確認事項 内　　容

(原因者の特定・費用負担)
１.震災後の復旧・復興事業(国費)において生じた
　道路の損傷であることが確実であること。

・震災直後の道路舗装には損傷がないことを確認。その後、復旧・復興工事の本格化に
伴った大型工事車両の交通量が急激に増加したため、舗装に損壊が発生したものであ
る。
【写真による比較は、P23参照】

【申請路線１】田野畑平井賀線・【申請路線2】羅賀平井賀①線：

(1)羅賀東団地～拓洋台団地（※P10 ルート図の「ルートA」参照）
 　「C-5-1平井賀漁港地区漁業集落防災機能強化事業」（羅賀東団地）を土取場として、
【申請路線３】村道羅賀平井賀線② → 【申請路線２】村道羅賀平井賀線① → 【申請路
線１】村道田野畑平井賀線 を経由して、同事業（拓洋台団地）等に土砂運搬（土捨て）
を実施。

（大型自動車の交通量の推定方法）　※P12 運搬実績表(下段)参照
・運搬土量（㎥）/5.5（㎥/台）＝土砂運搬車両
       32,000（㎥）/5.5（㎥/台）＝ 5,818台
（日平均交通量の算定）
・土砂運搬車両（台）/稼働日数（ヶ月）/稼働日数（日/月）×往復
　5,818（台）/2（ヶ月）/24（日/月）×2＝243（台/日）

(2)平井賀大橋下部工～平井賀漁集（※P9  ルート図参照）
　 平井賀大橋下部工を土取場として、【申請路線１】村道田野畑平井賀線 → 【申請路線
２】村道羅賀平井賀線① を経由して、「C-5-1平井賀漁港地区漁業集落防災機能強化事
業」等に土砂運搬を実施。

（大型自動車の交通量の推定方法）　※P12 運搬実績表(上段）参照
・運搬土量（㎥）/5.0（㎥/台）＝土砂運搬車両
       16,235（㎥）/5.0（㎥/台）＝ 3,247台
（日平均交通量の算定）
・土砂運搬車両（台）/稼働日数（ヶ月）/稼働日数（日/月）×往復
　3,247（台）/3（ヶ月）/15（日/月）×2＝145（台/日）



　

【申請路線３】羅賀平井賀②線：(※P10 ルート図参照）

 「C-5-1平井賀漁港地区漁業集落防災機能強化事業」（羅賀東団地）を土取場として、
【申請路線３】村道羅賀平井賀線②  を経由して、拓洋台団地(ルートA）、島越地区
(ルートB)に土砂運搬（土捨て）を実施。

(1)羅賀東団地～拓洋台団地 （土捨て）
（大型自動車の交通量の推定方法）(※P13 運搬実績表上段参照）
・運搬土量（㎥）/5.5（㎥/台）＝土砂運搬車両
      32,000（㎥）/5.5（㎥/台）＝ 5,818台
（日平均交通量の算定）
・土砂運搬車両（台）/稼働日数（ヶ月）/稼働日数（日/月）×片道
　5,818（台）/2（ヶ月）/24（日/月）×1＝122（台/日）

(2)羅賀東団地～島越地区（土捨て）
（大型自動車の交通量の推定方法）(※P13 運搬実績表下段参照）
・運搬土量（㎥）/5.5（㎥/台）＝土砂運搬車両
      25,400（㎥）/5.5（㎥/台）＝ 4,618台
（日平均交通量の算定）
・土砂運搬車両（台）/稼働日数（ヶ月）/稼働日数（日/月）×片道
　4,618（台）/2（ヶ月）/23（日/月）×1＝101（台/日）

７.通常の道路の維持管理費(経常経費)や他の
　復旧・復興事業(国費)で計上済みの経費が含ま
　れていないこと。

・含まれていない。

３.損傷箇所の復旧・復興事業(国費)による大型
　自動車の交通量が舗装計画交通量を超えている
　こと。

・今回申請路線の舗装計画交通量は、「交通量区分　Ｎ３（旧Ｌ交通）：大型車両40台
以上100台/日未満であるが、各路線の日平均交通量は、上記のとおり舗装計画交通量を
超過している。【P12・13】

(補修の時期・方法)
４.復旧・復興事業等の進捗を踏まえ、道路の補修
　時期が適切なものになっていること。

・基幹事業は令和２年12月完了予定であり、これ以上の大型車両の交通を想定されない
ことから、令和２年度に実施することは適切である。

５.道路の補修方法が現状回復を原則としたものに
　なっていること。
　※現状回復を超える部分を単費で負担することは
可能。

現状回復を原則とし、補修工法について、経済性等の比較検討を行い、総合的に優れた
工法を採用している。【P19】

(補修後の維持管理)
６.補修後の道路の維持管理が、道路管理者の
　責任において適切に実施されること。

・定期的な道路パトロールにより，路面損傷，変状及び落下物等の有無を確認するとと
もに，車両通行の安全確保の必要に応じた補修等の管理を適切に行う。















【申請路線１】村道田野畑平井賀線、【申請路線２】羅賀平井賀線①　運搬実績
運搬土量 日当り 25 30
　　（㎥） 運搬

月数

145 145 145

：大型自動車の交通量が舗装計画交通量を超過
※岩手県事業「平井賀地区海岸施設水門災害復旧工事」、「平井賀漁港（平井賀地区）防潮堤災害復旧工事」」による大型車の通行もあり、原因者を特定することは困難である。

田野畑村

復興交付金
C-5-1

平井賀漁港地区漁
業集落防災機能強

化事業

平井賀漁港地区土地利用高度化再
編等用地（羅賀地区）造成工事 32,000 2

発注機関 事業名 工事名 通行ルート
7 8 9 10Ｈ30 1 2 3 4大型車両交通量 5 6

土取場・番号

11 12

平井賀漁港地区土地利用高度化再編等
用地（羅賀地区）造成工事

田野畑村

復興交付金
C-5-1

平井賀漁港地区漁
業集落防災機能強

化事業

平井賀漁港地区土地利用高度化再
編整備羅賀地区その２工事 16,235 3 145

三陸沿岸自動車道平井賀大橋下部工工事
～村道田野畑平井賀線～羅賀平井賀線①
～県道44号線

243
平井賀漁港地区土地利用高度化再編等用
地（羅賀地区）造成工事【羅賀東団地】～羅
賀平井賀線②～羅賀平井賀線①～村道田
野畑平井賀線～【拓洋台団地】

243 24348,235 5 145 145 145

平井賀大橋下部工工事

8 9 101 2 3 4 5 11 12

243 243

6 7



【申請路線3】羅賀平井賀線② 運搬実績
運搬土量 日当り 25
　　（㎥） 運搬

月数

122 122

101 101

：大型自動車の交通量が舗装計画交通量を超過
※島越駅前広場整備事業（県事業）への大型車の通行もあり、原因者を特定することは困難である。

101122 122 10157,400 4

田野畑村

復興交付金
C-5-1

平井賀漁港地区漁
業集落防災機能強

化事業

平井賀漁港地区土地利用高度化再
編等用地（羅賀地区）造成工事

32,000 2 122

11 12

平井賀漁港地区土地利用高度化再編等用
地（羅賀地区）造成工事【羅賀東団地】～羅
賀平井賀線②～羅賀平井賀線①～田野畑
平井賀線～【拓洋台団地】

平井賀漁港地区土地利用高度化再編等
用地（羅賀地区）造成工事

大型車両交通量 5 6

土取場・番号

発注機関 事業名 工事名 通行ルート
7 8 9 10Ｈ25 1 2 3 4

田野畑村

復興交付金
C-5-1

平井賀漁港地区漁
業集落防災機能強

化事業

平井賀漁港地区土地利用高度化再
編等用地（羅賀地区）造成工事

25,400 2 101
平井賀漁港地区土地利用高度化再編等用
地（羅賀地区）造成工事【羅賀東団地】～羅
賀平井賀線②～【島越地区】

平井賀漁港地区土地利用高度化再編等
用地（羅賀地区）造成工事




























	
	確認事項 提出

	
	申請路線１・２(三沿道～平井賀漁集）r1
	
	申請路線3（羅賀東団地～拓洋台団地）r1





